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存
配
慮
の
給
付
」
の
一
分
野
と
し
て
のÖ
PN
V

法
制

山

田

真
一
郎

は
じ
め
に

近
年
、
と
り
わ
け
自
治
体
が
お
か
れ
る
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
に
お
い
て
、
公
私
協
働
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
耳
目
を
集
め

た
も
の
と
し
て
は
、
図
書
館
の
運
営
へ
の
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
（
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
）
の
参
画
が
あ
っ
た
。
先
駆

け
と
な
っ
た
の
は
、
佐
賀
県
武
雄
市
で
あ
る
。
市
が
自
ら
運
営
し
て
き
た
市
図
書
館
の
図
書
館
業
務
そ
の
他
付
随
業
務
を
指
定
管
理
者
と

し
て
の
私
企
業
に
委
ね
、
市
民
に
と
っ
て
よ
り
望
ま
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
を
目
指
し
た
。
若
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
利
便
性
や
子

は
じ
め
に

第
１
章

「
生
存
配
慮
の
給
付
」
に
対
す
る
一
般
的
な
法

的
枠
組
み

第
２
章

Ö
PN
V

法
制

第
３
章

Ö
PN
V

市
場
の
枠
組
み

旅
客
輸
送
法
の
許
可
、

交
通
計
画
、
事
業
者
選
定
を
中
心
に

お
わ
り
に
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育
て
世
代
に
と
っ
て
の
使
い
や
す
さ
な
ど
か
ら
二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
来
館
者
数
は
着
実
に
増
加
し
、
九
月
末
ま
で
の
半
年
で
、
来
館
者

は
前
年
同
期
の
三
・
六
倍
に
あ
た
る
五
二
万
人
に
達
し（

１
）た。

と
こ
ろ
が
、
配
架
が
わ
か
り
に
く
い
、
選
書
が
不
適
切
で
あ
る
、
な
ど
の
批

判
が
徐
々
に
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。

選
書
問
題
に
つ
い
て
の
報
道
が
続
く
中
、
愛
知
県
小
牧
市
の
住
民
投
票
で
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ（
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
）

と
の
提
携
を
軸
と
し
た
新
図
書
館
計
画
が
否
決
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
両
者
と
の
間
で
す
で
に
締
結
さ
れ
て
い
た
「
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

業
務
」「
基
本
設
計
契
約
」
が
契
約
期
間
未
了
の
ま
ま
解
消
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
武
雄
市
図
書
館
で
の
問
題
が
話
題
と
な
っ
た
こ
と
以
外

に
も
、
市
長
の
強
引
な
行
政
手
法
に
批
判
が
集
ま
っ
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
い（

２
）るな

ど
と
も
い
わ
れ
る
が
、
図
書
館
の
運
営
を
私
企
業

に
委
ね
る
こ
と
に
つ
い
て
、
は
っ
き
り
と
拒
否
反
応
が
う
か
が
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
望
ま
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に

お
い
て
拙
速
な
「
公
」
の
撤
退
を
許
さ
ず
、
む
し
ろ
「
公
」
の
適
切
な
継
続
的
関
与
の
下
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

と
の
問
題
意
識
が
あ
り
、
そ
の
意
識
が
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

さ
て
、「
公
」が
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
の
み
提
供
し
て
き
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
全
部
あ
る
い
は
一
部
を
私
企
業
に
委
ね
る
場
面
は
、「
民

営
化
」
と
呼
ば
れ
る
。
日
本
国
に
お
い
て
も
す
で
に
長
い
歴
史
が
あ
り
、
公
的
部
門
の
歳
入
歳
出
の
均
衡
の
要
請
、
行
財
政
改
革
に
お
け

る
民
間
活
力
の
活
用
、
事
業
経
営
の
合
理
性
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い（

３
）る。

こ
れ
に
対
し
て
今
日
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
再
公
営
化
と
い
う
流
れ
が
生
じ
つ
つ
あ
る
。
企
業
の
給
付
能
力
へ
の
信
頼
の
下
に
進
ん
だ

民
営
化
に
対
し
、
生
活
基
盤
配
慮
（D

aseinsvorsorge

）
の
給
付
を
再
び
国
家
な
い
し
地
方
自
治
体
の
手
に
取
り
戻
す
こ
と
を
市
民
か
ら

迫
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

先
に
み
た
よ
う
に
、
企
業
に
期
待
す
る
経
営
合
理
性
の
み
で
は
適
切
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
形
成
が
期
待
で
き
な
い
場
合
に
、
「
公
」
の

関
与
が
要
求
さ
れ
る
が
、
は
た
し
て
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
法
的
枠
組
み
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
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日
本
国
に
お
い
て
も
憲
法
上
の
枠
組
み
、
す
な
わ
ち
人
権
や
人
権
を
保
障
す
る
た
め
の
様
々
な
基
本
原
理
と
の
関
係
に
お
い
て
、
民
営

化
の
限
界
を
探
る
優
れ
た
先
行
研（

４
）究が

あ
る
。

本
稿
は
、
ド
イ
ツ
の
生
存
配
慮（D

aseinsvorsorge

）の
一
分
野
で
あ
る
近
距
離
公
共
交
通Ö

PN
V

（öffentlicher
Personennahverkehr

）

の
分
野
を
取
り
上
げ
、
民
営
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
分
野
に
お
い
て
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
形
成
に
つ
い
て
の
法
的
枠
組
み
を
整
理
し
、「
公
」

に
よ
る
「
規
整
」
の
手
立
て
を
描
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
第
１
章
で
は
、
伝
統
的
に
生
存
配
慮
と
称
さ
れ
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
の
形

成
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
法
的
枠
組
み
を
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
第
２
章
で
は
、
こ
れ
に
引
き
続
き
、Ö

PN
V

を
形
作
る
法
的
枠
組

み
を
整
理
す
る
こ
と
と
し
、
第
３
章
で
は
、Ö

PN
V

の
規
整
の
手
立
て
を
詳
細
に
み
て
い
く
。
お
わ
り
に
、
得
ら
れ
た
示
唆
と
残
さ
れ
た

課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

第
１
章

「
生
存
配
慮
の
給
付
」
に
対
す
る
一
般
的
な
法
的
枠
組
み

第
１
節

説
明
概
念
と
し
て
の
「
生
存
配
慮
」
概
念

フ
ォ
ル
ス
ト
ホ
フ
が
言
う
生
存
配
慮
（D

aseinsvorsorge
）
と
は
「
現
代
の
分
業
社
会
に
お
い
て
生
活
必
需
的
に
依
存
し
て
い
る
と
こ

ろ
の
給
付
の
提（

５
）供」

と
さ
れ
、
そ
の
例
と
し
て
、
水
、
ガ
ス
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
公
共
交
通
（Ö

PN
V

）、
郵
便
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
、

下
水
お
よ
び
ゴ
ミ
処
理
、
診
療
所
・
病
院
、
文
化
保
存
な
ど
が
あ
る
。
現
代
の
高
度
な
分
業
社
会
に
お
い
て
は
、
個
人
は
、
個
人
の
実
存

を
可
能
と
す
る
に
不
可
欠
な
財
、
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
公
共
交
通
等
を
「
配
分
（A

ppropriation

）」と
い
う
手
段
で
も
っ
て
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
配
分
を
な
す
こ
と
が
国
家
の
任
務
で
あ
り
責
任
と
し（

６
）たの

で
あ
る
。

た
だ
し
、
今
日
多
く
の
文
献
で
は
、
生
存
配
慮
概
念
は
そ
の
こ
と
を
超
え
て
生
存
配
慮
の
給
付
を
ど
の
よ
う
に
形
成
す
べ
き
か
、
と
い
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う
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
な
法
的
帰
結
を
導
か
な
い
と
さ
れ（

７
）る。

本
稿
で
は
、
生
存
配
慮
概
念
を
法
体
系
上
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
用
意
が
な
い
た
め
、
以
降
で
は
「
生
存
配
慮
の
給

付
」
を
今
日
の
一
般
的
な
用
い
方
に
倣
い
、
一
般
的
経
済
利
益
に
資
す
る
特
定
の
給
付
分
野
と
い
う
意
味
に
お
い
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

従
っ
て
、
生
存
配
慮
の
給
付
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
法
的
帰
結
が
導
か
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
生
存
配
慮
の
給
付
に
属

す
る
と
さ
れ
る
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
つ
い
て
そ
の
給
付
の
あ
り
方
に
形
を
与
え
る
も
の
と
目
さ
れ
る
欧
州
法
、
憲
法
、
州
法
、
自
治

体
法
な
ど
の
法
的
枠
組
み
か
ら
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
存
配
慮
の
給
付
の
法
的
枠
組
み
を
理
解
す
る
に
当
た
り
、

「
行
政
の
責
任
段
階
」
及
び
「
民
間
化
の
各
類
型
」
の
理
解
が
前
提
と
な
る
の
で
、
ま
ず
そ
れ
ら
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
る
。
そ
の
後
に

欧
州
法
、
憲
法
か
ら
な
る
生
存
配
慮
の
給
付
に
対
す
る
一
般
的
な
法
的
枠
組
み
を
み
て
い
く
。

第
２
節

行
政
が
負
う
責
任
の
各
段
階

生
存
配
慮
の
給
付
の
法
的
枠
組
み
を
確
認
し
て
い
く
前
に
、
生
存
配
慮
の
給
付
に
対
す
る
行
政
の
責
任
と
し
て
ど
の
よ
う
な
段
階
が
あ

る
の
か
を
一
応
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。

責
任
の
各
段
階
（V
erantw

ortungssttufen

）
の
モ
デ
ル
は
、
一
定
の
任
務
分
野
に
お
け
る
国
家
と
私
人
と
の
関
係
に
お
け
る
参
加
及

び
権
限
配
分
の
経
験
上
の
観
点
か
ら
分
析
し
、
類
型
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

ホ
フ
マ
ン
リ
ー
ム
に
よ
る
と
、
責
任
の
各
段
階
と
し
て
、
遂
行
責
任
、
保
証
責
任
、
捕
捉
責
任
が
現
れ（

８
）る。

遂
行
責
任
と
は
、
国
家
が
自
ら
、
第
一
義
的
に
は
公
企
業
を
通
じ
て
公
的
任
務
を
遂
行
す
る
場
合
に
国
家
が
引
き
受
け
る
責
任
を
い
う
。

こ
の
場
合
、
他
の
各
段
階
と
遂
行
責
任
は
未
分
離
で
あ
る
。
保
証
責
任
は
遂
行
責
任
の
対
極
に
あ
り
、
国
家
は
任
務
遂
行
か
ら
撤
退
し
、

私
人
と
国
家
と
に
よ
る
共
同
の
任
務
処
理
、
も
し
く
は
、
社
会
の
自
己
制
御
に
よ
る
任
務
処
理
に
よ
っ
て
、
任
務
は
遂
行
さ
れ
る
。
国
家
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は
た
だ
制
御
措
置
に
よ
っ
て
秩
序
だ
っ
た
遂
行
を
保
証
す
る
。
捕
捉
責
任
と
は
、
私
人
に
よ
る
任
務
遂
行
の
場
合
に
、
追
求
さ
れ
た
制
御

成
果
が
得
ら
れ
な
い
と
き
に
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
国
家
に
事
後
制
御
の
た
め
の
諸
制
度
の
展
開
を
求
め
る
。

第
３
節

民
営
化
の
各
類
型

民
営
化
と
は
、
私
人
あ
る
い
は
私
法
的
に
編
成
さ
れ
た
法
主
体
と
い
っ
た
私
的
領
域
に
任
務
責
任
な
い
し
任
務
遂
行
を
移
転
す
る
現（

９
）象

を
い
う
。
「
市
場
管
理
（M

arktversorgung

）
の
高
度
な
経
済
性
を
確
立
す
る
た
め
に
市
場
分
野
の
競
争
の
実
現
」「
公
的
施
設
の
競
争

能
力
の
強
化
」「
Ｅ
Ｕ
法
に
よ
る
民
間
化
要
請
」「
高
ま
り
つ
つ
あ
る
国
家
の
財
政
上
の
要
請
」
を
理
由
と
す
る
。

民
営
化
の
形
態
は
多
く
の
文
献
に
お
い
て
形
式
的
民
営
化
、機
能
的
民
営
化
、実
質
的
民
営
化
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
体
系
化
さ
れ（

１０
）る。

ま
ず
形
式
的
民
間
化
（
ま
た
は
組
織
民
営
化
）
が
あ
る
。
形
式
的
民
間
化
と
は
、
組
織
法
上
の
も
の
で
、
任
務
移
転
に
際
し
、
任
務
の

範
囲
に
触
れ
る
こ
と
な
く
お
こ
な
わ
れ
る
改
編
で
あ
る
。
任
務
自
体
は
機
能
的
考
慮
に
お
い
て
、
公
法
的
あ
る
い
は
（
公
共
体
に
私
人
を

組
み
入
れ
た
後
）
私
法
的
に
編
成
さ
れ
た
公
的
事
業
体
の
責
任
で
あ
り
続
け
る
。
そ
の
任
務
は
い
わ
ゆ
る
「
行
政
私
法
」
と
よ
ば
れ
る
法

形
式
の
中
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
公
法
上
の
実
体
法
的
拘
束
や
権
限
配
分
は
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
。
こ
の
例
と
し
て
、

ド
イ
ツ
連
邦
道
路
特
別
財
産
の
、
持
分
所
有
者
を
一
〇
〇
％
連
邦
と
す
る
ド
イ
ツ
高
速
道
路
株
式
会
社
へ
の
移
転
が
あ
る
。

次
に
機
能
的
民
間
化
が
あ
る
。
機
能
的
民
間
化
に
お
い
て
は
、
国
家
は
任
務
権
限
を
い
ま
だ
に
持
ち
、
ま
た
責
任
を
負
う
一
方
で
、
任

務
の
遂
行
は
脱
国
家
化
さ
れ
、
私
人
に
お
い
て
遂
行
さ
れ
る
。
国
家
は
な
お
一
定
の
任
務
に
責
任
を
負
う
。
そ
れ
ゆ
え
国
家
は
任
務
か
ら

解
放
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
私
人
の
任
務
遂
行
に
た
が
を
は
め
る
。
公
的
主
体
及
び
一
な
い
し
複
数
の
私
人
と
公
私
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
あ
る
い
は
Ｏ
Ｐ
Ｐ
公
私
協
力
関
係
）
は
こ
こ
に
基
礎
を
置
く
。
機
能
的
民
営
化
は
、
そ
の
組
織
及
び
責
任
の
組
み
合
わ
せ
の
形

態
に
よ
り
、
さ
ら
に
事
業
経
営
モ
デ
ル
、
事
業
者
モ
デ
ル
、
特
許
モ
デ
ル
、
協
力
モ
デ
ル
と
に
分
か
れ（

１１
）る。
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最
後
に
実
質
的
民
間
化
で
あ
る
。
実
質
的
民
間
化
に
お
い
て
、
国
家
は
自
身
の
任
務
か
ら
後
退
す
る
。
こ
れ
ら
任
務
は
も
は
や
私
人
に

開
放
さ
れ
る
。
必
ず
し
も
、
私
人
に
対
す
る
責
任
の
転
換
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
必
要
は
な
い
。
国
家
が
自
身
の
責
任
か
ら
身
を
引
く
こ
と

が
、
そ
の
任
務
を
遂
行
す
る
私
人
に
責
任
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
換
言
す
れ
ば
国
家
は
、
他
者
が
そ
の
任
務
を
引
き
受
け

る
こ
と
な
し
に
、
そ
の
任
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
任
務
の
実
施
が
私
人
に
譲
渡
さ
れ
た
な
ら
ば
保
証
責
任
を
国
家
が
保
持
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
民
営
化
後
法
と
し
て
の
規
整
法
の
核
と
な
る
。
公
共
の
利
益
と
な
る
特
定
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
、
競
争
の

枠
組
み
作
り
を
調
整
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
４
節

生
存
配
慮
の
給
付
に
対
す
る
法
的
枠
組
み

（
１
）
欧
州
法

旧
Ｅ
Ｃ
条
約
第
一
六
条
及
び
第
八
六
条
第
二
項
、
こ
れ
に
続
く
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
一
〇
六
条
二
項
で
は
、
一
般
的
経
済
利
益
の
サ
ー
ビ

ス
（D

ienstleistungen
von
allgem

einem
w
irtschaftlichen

Interessse

）
を
規
定
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
の
ド
イ
ツ
語
翻
訳
官
ら
は
、
こ
れ
を

た
び
た
び
生
存
配
慮
の
給
付
（L

eistungen
der
D
aseinsvorsorge

）
と
置
き
換
え
て
き
た
が
、
一
方
で
一
般
的
経
済
利
益
の
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
委
員
会
緑
書
並
び
に
白
書
に
お
い
て
は
両
者
を
区
別
し
て
き
た
。

一
般
的
経
済
利
益
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
加
盟
国
並
び
に
Ｅ
Ｕ
が
特
別
な
公
共
の
福
祉
に
対
す
る
責
任
を
負
う
経
済
活
動
で
あ
り
、
か
つ
公

共
の
利
益
の
た
め
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
基
準
を
も（

１２
）つ。

平
た
く
言
え
ば
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
郵
便
、
交
通
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
、

電
気
通
信
と
い
っ
た
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
際
し
、
当
該
概
念
は
、
そ
れ
が
公
法
的
に
組
織
さ
れ
た
企
業

か
、
あ
る
い
は
私
法
的
に
組
織
さ
れ
た
企
業
か
を
問
う
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
の
規
正
及
び
保
証
責
任
の
下
に
サ
ー
ビ
ス
は

提
供
さ
れ（

１３
）るこ

と
に
な
る
。
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で
は
生
存
配
慮
の
給
付
と
の
差
異
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
今
日
に
お
い
て
は
、
生
存
配
慮
の
給
付
も
、
国
家
の
規
正
を
受
け
な
が
ら
競

争
の
下
に
私
経
済
的
に
提
供
さ
れ
る
も
の
を
含
む
し
、
ま
た
公
共
の
福
祉
の
要
求
に
結
び
付
け
ら
れ
た
委
託
に
よ
っ
て
私
企
業
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
と
考
え
て
よ（

１４
）い。

さ
て
、
こ
れ
ら
分
野
と
Ｅ
Ｕ
競
争
法
の
関
係
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
こ
れ
ら
分
野
は
例
外
的
に
Ｅ
Ｕ
競
争
法
の
適
用
を
免
れ
る
こ
と

に
な
る
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
一
〇
六
条
二
項
）。
統
合
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
る
域
内
市
場
を
ど
の
よ
う
に
形
作
る
か
に
つ
い

て
、
Ｅ
Ｕ
は
社
会
的
市
場
経
済
構
想
を
選
択
し
て
お（

１５
）り、

Ｅ
Ｕ
は
、
構
成
国
が
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
役
割
を
積
極
的
に
担
う
こ

と
を
予
定
し
て
い
る
の
で
あ（

１６
）る。

さ
ら
に
、
二
次
立
法
に
よ
り
特
定
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
的
形
成
が
な
い
限
り
、
加
盟
国
に
は
な
お
そ
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
形
成
に

当
た
り
広
範
な
裁
量
が
認
め
ら
れ（

１７
）る。

（
２
）
生
存
配
慮
の
給
付
に
対
す
る
憲
法
上
の
枠
組
み

生
存
配
慮
の
給
付
に
つ
い
て
憲
法
上
の
法
的
枠
組
み
を
提
示
す
る
も
の
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
提
示
す
る
も
の
と
し
て
、
基
本
権
へ
の
顧
慮
や
国
家
の
諸
基
本
原
理
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
さ
し
あ
た
り
、

考
え
ら
れ
る
の
は
各
種
基
本
権
及
び
社
会
国
家
原
理
、
自
治
行
政
の
保
障
、
議
会
留
保
の
原
理
な
ど
で
あ
る
。

生
存
配
慮
の
給
付
に
関
す
る
形
成
を
、
以
下
の
項
目
で
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
①
生
存
配
慮
の
給
付
を
確
保
す
る
こ

と
そ
れ
自
体
を
国
、
地
方
自
治
体
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
か
、
②
給
付
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
、
す
な
わ
ち
「
品
質
」
や

「
持
続
性
」
や
「
普
遍
性
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
）」な
ど
、
③
給
付
を
誰
が
提
供
す
る
か
、
ま
た
そ
れ
を
誰
が
決
定
す
る
の
か
、
で
あ
る
。
各

項
目
に
対
し
、
と
り
わ
け
民
営
化
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
議
論
か
ら
可
能
な
限
り
、
憲
法
上
の
枠
組
み
を
整
理
し
て
い
く
。
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ま
ず
、
①
生
存
配
慮
の
給
付
を
確
保
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
を
国
、
地
方
自
治
体
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
か
、
に
つ
い
て
で
あ
る
。
も

し
特
定
の
給
付
に
つ
い
て
、
そ
の
確
保
が
国
、
地
方
自
治
体
に
憲
法
上
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
給
付
の
確
保
を
放
棄
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
と
関
連
し
て
憲
法
上
の
枠
組
み
を
与
え
る
の
は
、
第
一
に
、
高
権
的
任
務
留
保
と
し
て
の
自
治
体
の
自
治
行
政
の
保
障
で
あ
る
。

自
治
行
政
の
核
領
域
に
属
す
る
給
付
に
つ
い
て
、
連
邦
法
に
よ
っ
て
実
質
的
民
営
化
を
規
定
す
る
が
ご
と
き
は
基
本
法
二
八
条
二
項
に
定

め
る
自
治
行
政
の
保
障
に
反
す
る
と
さ
れ
る
。
生
存
配
慮
の
給
付
は
、
自
治
行
政
の
核
領
域
に
位
置
す
る
任
務
分
野
と
し
て
理
解
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
実
質
的
民
営
化
を
な
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い（

１８
）る。

第
二
に
関
連
し
て
く
る
の
は
、
憲
法
上
に
直
接
規
定
さ
れ
て
い
る
行
政
の
任
務
分
野
群
で
あ
る
。
例
え
ば
、
連
邦
の
固
有
行
政
と
し
て

基
本
法
八
七
ｄ
条
に
規
定
さ
れ
る
連
邦
航
空
行
政
や
、
基
本
法
八
七ｅ
条
に
規
定
さ
れ
る
連
邦
鉄
道
行
政
が
あ
る
。
ま
た
郵
便
・
遠
距
離

通
信
に
つ
い
て
も
、
適
切
か
つ
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
保
障
す
べ
き
こ
と
を
基
本
法
八
七
ｆ
条
に
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら

個
別
に
基
本
法
に
列
挙
さ
れ
た
任
務
分
野
に
つ
い
て
も
憲
法
改
正
な
く
し
て
実
質
的
民
営
化
は
許
さ
れ
な
い
。

第
三
に
諸
基
本
権
と
の
関
連
を
み
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
本
権
は
原
則
と
し
て
原
始
的
給
付
請
求
権
を
あ
っ
せ
ん
す
る
も
の

で
な
い
こ
と
は
知
ら
れ
て
い（

１９
）るが

、
基
本
権
を
行
使
し
得
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
基
本
権
の
行
使
の
た
め
の
条
件
を
作
る
た
め
の
国
家

の
任
務
が
生
ず（

２０
）ると

考
え
ら
れ
る
。
国
家
に
課
せ
ら
れ
た
基
本
権
行
使
を
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
に
そ
の
条
件
を
形
作
る
こ
と
は
、
個
々

の
個
人
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
生
存
配
慮
の
給
付
は
し
ば
し
ば
そ
れ
が
あ
っ
て
初
め
て
時
代
に
相
応
し
い
生
活
を
可
能
と
し
、

ま
た
そ
の
確
保
が
国
家
に
義
務
付
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
自
由
の
前
提
条（

２１
）件と

し
て
も
あ
ら
わ
れ
る
。

生
存
配
慮
の
給
付
が
諸
基
本
権
に
根
付
い
て
い
る
こ
と
は
基
本
法
一
条
一
項
の
人
間
の
尊
厳
の
保
障
を
通
じ
て
さ
ら
に
強
め
ら
れ
る
。

人
間
の
尊
厳
の
保
障
か
ら
、
国
家
は
自
律
的
生
存
に
と
っ
て
の
事
実
上
の
条
件
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
機
会
を
平
等
と
し
、
機
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会
を
作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
が
導
か
れ
る
。
も
っ
と
も
全
て
の
生
存
配
慮
的
給
付
に
以
上
の
こ
と
が
妥
当
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
生
存
配
慮
に
位
置
付
け
ら
れ
た
街
路
照
明
の
整
備
を
、
基
本
権
行
使
の
事
実
上
の
条
件
で
あ
る
と
か
、
自
律
的
生
存
に
と
っ
て
の

事
実
上
の
条
件
と
し
て
、
こ
れ
を
備
え
る
べ
き
こ
と
を
国
に
要
求
し
て
い
る
、
と
は
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ（

２２
）る。

生
存
配
慮

の
給
付
の
中
で
も
現
代
社
会
に
と
っ
て
人
間
的
生
存
に
と
っ
て
特
別
な
配
慮
と
考
え
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
の
み
諸
基
本
権
と
の
関
係
が

生
じ
て
く
る
も
の
と
か
ん
が
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
に
社
会
国
家
原
理
も
、
諸
基
本
権
の
前
提
条
件
と
し
て
そ
の
特
定
の
給
付
分
野
が
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
限

り
に
お
い
て
関
連
し
て
く
る
。
そ
れ
ら
諸
基
本
権
の
前
提
条
件
を
通
じ
て
機
会
の
平
等
を
図
る
べ
く
、
そ
の
た
め
に
適
正
な
社
会
秩
序
を

確
保
す
べ
く
、
国
家
を
義
務
付
け
る
も
の
で
あ（

２３
）るか

ら
で
あ
る
。

次
に
②
給
付
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
、
に
つ
い
て
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
国
家
の
独
占
の
廃
止
な
い
し
は
民
営
化
が

な
さ
れ
た
後
に
お
い
て
、
問
題
と
な
る
こ
と
で
あ
る
が
、
民
営
化
の
後
に
形
成
さ
れ
る
（
べ
き
）
法
す
な
わ
ち
民
営
化
後
法

（Privatisierungsfolgenrecht

）
の
内
容
と
も
言
え
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
憲
法
レ
ベ
ル
に
お
い
て
法
的
枠
組
み
を
与
え
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
社
会
国
家
原
理
で
あ
る
。
社

会
国
家
は
広
く
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
義
的
に
国
家
目
標
を
定
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
「
提
供
さ
れ
る
社
会
的
給
付
」
の
形
式

を
、
例
え
ば
公
企
業
に
よ
っ
て
な
す
べ
き
で
あ
る
、
な
ど
と
指
示
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
前
述
し
た
と
お
り
、
諸
基
本

権
の
前
提
条
件
を
通
じ
て
機
会
の
平
等
を
図
る
べ
く
、
そ
の
た
め
に
適
正
な
社
会
秩
序
を
確
保
す
べ
く
、
国
家
を
義
務
付
け
る
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
生
存
配
慮
の
給
付
が
諸
基
本
権
の
行
使
を
実
質
的
に
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
質
、
量
の
供
給
と
こ
れ
を
可
能
と
す
る
組
織

や
市
場
の
規
正
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
社
会
国
家
原
理
か
ら
導
出
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
具
体
的
な

法
形
成
は
、
個
々
の
任
務
分
野
群
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
。
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最
後
に
③
給
付
を
誰
が
提
供
す
る
か
、
ま
た
そ
れ
を
誰
が
決
め
る
の
か
、
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

す
で
に
み
た
と
お
り
、
一
般
的
経
済
利
益
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
形
成
す
る
か
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｕ
競
争
法
は
原

則
的
に
加
盟
国
に
委
ね
て
い
る
。
と
な
る
と
、
国
内
実
定
法
の
枠
組
み
、
こ
こ
で
は
憲
法
上
の
枠
組
み
が
問
題
と
な
る
。

第
一
に
、
前
述
し
た
自
治
体
の
自
治
行
政
の
保
障
が
再
度
、
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
自
治
体
高
権
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
生
存

配
慮
の
給
付
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
私
法
的
に
調
達
す
る
か
、
公
法
的
に
調
達
す
る
か
、
ま
た
、
競
争
の
下
に
あ
る
市
場
に
お
い
て
提
供

す
る
か
、
あ
る
い
は
自
身
の
手
に
よ
り
提
供
す
る
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
な
形
成
は
自
治
体
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
公
企
業
の
手
に
よ
る
給
付
が
手
段
と
し
て
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
、
国
家
は
規
正
者
と
し
て
の
側
面
と
市
場
参
加
者
と
し
て
の

両
方
の
側
面
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
市
場
の
競
争
を
ゆ
が
め
、
市
場
の
発
達
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
は
否
定
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、

国
民
の
基
本
権
領
域
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
公
企
業
の
手
に
よ
る
給
付
に
関
し
て
は
、
法
律
に
お
い
て
最
低
で
も
組
織
法
上
の

法
律
留
保
が
な
け
れ
ば
な
ら
な（

２４
）い。

少
な
く
と
も
企
業
の
対
象
と
、
国
家
的
に
行
わ
れ
る
企
業
を
正
当
化
す
る
だ
け
の
目
的
が
定
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
２
章

Ö
PN
V

法
制

第
１
節

Ö
PN
V

と
は
何
か

Ö
P
N
V

の
定
義
は
、「
近
距
離
公
共
交
通
の
地
域
化
に
関
す
る
法
律（G

esetz
zur
R
egionalisierung

des
öffentlichen

P
ersonennahverkehrs

（R
egG

）以
下
で
は
、
地
域
化
法
と
略
す
る
）」第
二
条
及
び
「
旅
客
輸
送
法
（Personenbeförderungsgesetz

（PB
efG

））」に
規
定
さ
れ
る
。

地
域
化
法
第
二
条
に
お
い
てÖ

PN
V

と
は
、
「
主
と
し
て
、
都
市
、
郊
外
、
地
域
の
交
通
需
要
を
満
た
す
べ
く
定
め
ら
れ
た
定
期
路
線
で
、
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公
衆
の
利
用
に
供
せ
ら
れ
る
交
通
手
段
」
の
こ
と
を
い
う
。
定
義
に
み
る
よ
う
に
、Ö
PN
V

は
異
な
る
交
通
手
段
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
近
距
離
鉄
道
（Schienenpersonennahverkehr

（SPN
V

））も
、
路
面
電
車
も
、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
も
、
バ
ス
を
主
と
す
る
原

動
機
付
き
乗
り
物
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。

Ö
PN
V

が
生
存
配
慮
の
給
付
に
属
す
る
こ
と
は
、
長
ら
く
明
白
な
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
。Ö

PN
V

の
法
制
を
形
作
る
地
域
化
法
の
第
一

条
第
一
項
に
て
、
「
住
民
に
対
し
、Ö

PN
V

に
お
け
る
十
分
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
こ
と
は
生
存
配
慮
（D

aseinsvorsorge

）
の

任
務
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

Ö
PN
V

な
る
任
務
を
生
存
配
慮
の
給
付
と
し
て
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
、Ö

PN
V

が
仕
え
る
目
的
が
あ
る
。

第
一
の
目
的
は
、
輸
送
の
供
給
そ
の
も
の
で
あ
る
。
空
間
を
移
動
す
る
能
力
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
現
代
の
分
業
的
社
会（
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ

フ
ト
）に
生
き
る
人
間
の
実
存（D

aseins
）の
基
本
条
件
で
あ
る
と
と
も
に
、
現
代
の
分
業
的
社
会
を
可
能
と
す
る
も
の
で
も
あ（

２５
）る。Ö

PN
V

の
要
請
な
し
に
都
市
に
お
け
る
移
動
性
（
モ
ビ
リ
タ
ー
ト
）
を
維
持
す
る
の
は
実
際
困
難
で
あ
る
。
人
々
の
活
動
及
び
取
引
に
動
機
づ
け

ら
れ
た
行
動
性
に
手
段
と
し
て
資
し
て
、
と
り
わ
け
労
働
の
フ
ァ
ク
タ
ー
の
移
動
性
を
向
上
さ
せ
、
行
政
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
到
達
を
容

易
な
も
の
と
す
る
。
人
々
の
、
ひ
い
て
は
、
経
済
の
移
動
へ
の
需
要
は
、
す
べ
て
の
国
民
に
対
し
て
等
し
く
ま
た
同
一
の
質
を
以
て
開
か

れ
たÖ

PN
V

を
通
じ
て
、
満
足
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
に
あ
ま
ね
く
及
び
、
信
頼
で
き
、
各
人
に
と
っ
て
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
が
不
可
欠
で
あ
る
。

第
二
の
目
的
は
、社
会
的
責
任
で
あ
る
。移
動
性
の
確
保
はÖ

PN
V

に
関
連
す
る
社
会
的
機
能
と
密
な
関
係
に
あ
る
。た
し
か
に
、ÖPN

V

は
他
の
生
存
配
慮
の
分
野
と
同
じ
く
議
論
の
余
地
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
む
ろ
ん
個
人
の
モ
ー
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
進
ん
だ
と
は
い
え
、
な
お
自
動
車
を
持
た
な
い
国
民
に
と
っ
て
、
移
動
の
機
会
を
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
の
社
会
に
お
け
る

構
成
要
素
と
い
え（

２６
）る。

個
々
の
移
動
性
を
上
げ
る
こ
と
は
、
人
及
び
取
引
の
行
動
半
径
を
拡
げ
る
こ
と
に
な
り
、Ö

PN
V

を
手
段
と
す
る
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移
動
性
は
高
い
社
会
的
地
位
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

Ö
PN
V

は
個
人
に
対
す
る
作
用
を
形
成
す
る
が
、
こ
れ
と
並
ん
で
、
広
範
な
社
会
的
作
用
を
達
成
す
る
。Ö

PN
V

の
企
業
は
、
労
働
市

場
に
お
け
る
地
位
を
減
少
さ
せ
て
は
い
る
も
の
の
、
な
お
も
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
重
要
な
役
割
を
持
つ
。
個
々
のÖ

PN
V

を
提
供
す
る

企
業
の
み
で
は
な
い
。
関
連
す
る
バ
ス
、
軌
道
車
な
ど
の
製
造
業
か
ら
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
企
業
に
至
る
ま
で
の
雇
用
機
会
を
提
供
す
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
地
域
の
交
通
企
業
は
ロ
ー
カ
ル
な
雇
用
政
策
及
び
経
済
社
会
政
策
的
な
任
務
を
実
現
す
る
た
め
特
別
な
負
担
を
引
き
受

け
、
自
治
体
政
策
の
手
段
と
し
て
資
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
と
り
わ
け
そ
れ
ら
の
こ
と
を
通
じ
て
経
済
性
を
低
下
さ
せ
る
事
態
に
陥
っ
て

は
な
ら
ず
、Ö

PN
V

の
本
来
の
目
標
の
前
に
は
、
こ
れ
ら
の
労
働
社
会
的
機
能
に
関
連
し
た
目
標
設
定
は
背
景
に
退
く
こ
と
に
な（

２７
）る。

第
三
の
目
的
は
、
近
時Ö

PN
V

の
役
割
と
し
て
強
調
さ
れ
る
環
境
保
護
で
あ
る
。
自
転
車
や
徒
歩
と
並
ん
で
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
手

段
、
い
わ
ゆ
る
「
環
境
連
合
」
と
し
て
、
「
持
続
的
な
移
動
性
」
と
い
う
貢
献
を
な
し
、
同
時
に
都
市
の
生
活
条
件
の
改
善
に
寄
与
す
る
。

そ
の
た
め
、Ö

PN
V

の
充
実
は
、
自
治
体
の
環
境
政
策
に
不
可
欠
な
手
段
と
も
な（

２８
）る。

む
ろ
ん
環
境
保
護
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、Ö

PN
V

は
次
点
に
位
置
す
る
。
し
か
し
、
自
動
車
な
ど
の
個
人
輸
送
（
Ｍ
Ｉ
Ｖ
）
に
対
抗
し

う
る
と
い
う
意
味
で
は
、
個
人
輸
送
に
代
わ
る
手
段
と
し
て
環
境
へ
の
負
荷
を
緩
和
す
る
と
い
う
機
能
を
果
た（

２９
）す。

以
上
、
三
つ
の
主
要
な
目
的
の
他
に
も
、
渋
滞
回
避
を
通
じ
た
社
会
一
般
の
生
活
の
質
の
改
善
や
交
通
の
安
定
性
へ
の
寄（

３０
）与を

な
す
も

の
、
国
土
開
発
に
お
い
て
、
病
院
、
学
校
へ
の
住
民
の
ア
ク
セ
ス
を
計
画
す
る
に
あ
た
っ
て
の
重
要
な
道（

３１
）具、

と
も
な
る
。

Ö
PN
V

の
市
場
は
、
私
企
業
に
と
っ
て
他
の
自
由
競
争
市
場
と
比
べ
て
以
下
の
特
殊
性
を
備
え
る
。
す
な
わ
ち
、
生
存
配
慮
の
給
付
の

重
要
な
分
野
で
あ
る
こ
と
、
し
ば
し
ば
原
価
回
収
を
な
す
よ
う
に
は
経
営
で
き
な
い
こ
と
、
蓄
え
る
よ
う
な
供
給
は
で
き
な
い
こ
と
、
で

あ（
３２
）る。

こ
の
よ
う
な
特
殊
な
要
求
を
満
た
す
た
め
、
事
業
者
間
の
競
争
を
適
正
な
ら
し
め
る
た
め
の
規
正
並
び
に
財
政
的
補
助
の
種
々
の

手
立
て
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
又
、
市
場
を
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
各
関
与
主
体
、
す
な
わ
ち
、
許
可
官
庁
、
交
通
企
業
、
と
り
わ



157 「生存配慮の給付」の一分野としてのÖPNV法制

け
任
務
主
体
の
権
限
が
常
に
発
展
的
に
見
直
さ
れ
な
が
ら
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

第
２
節

前
章
の
一
節
で
す
で
に
生
存
配
慮
の
給
付
一
般
に
対
す
る
憲
法
上
の
枠
組
み
を
確
認
し
た
。

Ö
PN
V

及
び
こ
れ
が
追
求
す
る
目
的
は
、
憲
法
と
の
関
係
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
、
憲
法
に

直
接
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
か
、
ま
た
で
き
な
い
と
し
た
ら
、
一
般
的
な
憲
法
上
の
規
定
か
ら
、Ö

PN
V

の
憲
法
上
の

確
保
を
導
き
出
し
う
る
か
、
ま
た
導
き
出
し
う
る
と
し
た
場
合
に
ど
の
程
度
ま
で
な
し
う
る
か
。

ま
ず
、
以
下
に
お
い
て
は
、Ö

PN
V

が
仕
え
る
目
的
と
関
連
し
て
ど
の
よ
う
な
基
本
権
、
基
本
原
理
が
問
題
と
な
る
の
か
を
列
挙
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

（
１
）
基
本
法
一
〇
六ａ
条

鉄
道
の
構
造
改
革
の
過
程
で
追
加
さ
れ
た
基
本
法
の
財
政
条
項
一
〇
六ａ
条
で
は
、
連
邦
の
税
収
総
額
の
一
定
の
割
合
が
諸
州
に
帰
属

す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
機
能
的
理
解
に
お
け
るÖ

PN
V

に
分
類
さ
れ
るSPN

V

を
定
め
る
八
七ｅ
条
も
挙
げ
ら
れ
る
。

憲
法
上
承
認
さ
れ
た
領
域
で
あ
る
こ
と
は
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、Ö

PN
V

を
広
範
囲
に
憲
法
上
保
障
す
る
も
の
で

は
な
い
。Ö
PN
V

が
州
に
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
一
〇
六ａ
条
と
の
関
係
で
言
え
ば
そ
の
状
況
が
直
ち
に
憲
法
に
抵
触
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
く
、
連
邦
の
側
に
お
い
て
目
的
に
か
な
っ
た
支
払
い
の
省
略
、
す
な
わ
ち
資
金
利
用
の
憲
法
抵
触
に
つ
な
が
る
に
す
ぎ

な（
３３
）い。

Ö
PN
V

を
憲
法
上
実
現
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
た
任
務
と
し
て
憲
法
の
次
元
に
お
い
て
特
別
に
定
着
さ
せ
る
も
の
は
存
し
な
い
。
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（
２
）
諸
基
本
権
行
使
の
前
提
条
件
と
し
て
の
位
置
付
け

移
動
性
（M

obilität

）
は
、
基
本
権
の
内
容
の
実
際
上
の
前
提
条
件
で
あ
る
。
十
分
な
移
動
性
は
現
代
の
分
業
社
会
に
お
け
る
生
活
に

と
っ
て
、
そ
れ
に
加
え
て
人
間
ら
し
い
生
活
形
成
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
基
本
権
は
、
基
本
権
主
体
の
移
動
性
を
前

提
と
し
て
い
る
。
基
本
法
八
条（「
集
会
の
自
由
」）は
集
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
関
連
す
る
し
、
基
本
法
一
二
条（「
職
業
選
択
の
自
由
」）は
、

空
間
上
職
業
へ
到
達
す
る
こ
と
の
可
能
性
は
職
業
選
択
に
、
ま
た
取
引
先
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
職
業
遂
行
に
関
連
す
る
。
遠
く
離
れ
た
所

に
位
置
す
る
所
有
物
の
使
用
に
つ
い
て
基
本
法
一
四
条
の
「
所
有
権
」
が
関
連
し
、
余
暇
利
用
に
関
し
て
基
本
法
二
条
一
項
の
人
格
を
自

由
に
発
展
さ
せ
る
権
利
が
関
連
す
る
。
基
本
法
四
条（「
信
教
の
自
由
」）の
よ
う
な
移
動
性
か
ら
遠
く
み
え
る
も
の
で
す
ら
特
定
の
場
所
、

例
え
ば
教
会
を
訪
れ
る
こ
と
が
宗
教
行
動
の
自
由
に
と
っ
て
意
義
を
持
つ
。
明
白
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
移
転
の
自

由
（
基
本
法
一
一
条
）
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
基
本
法
上
移
動
性
の
保
証
が
存
す
る
こ
と
は
か
た
く
保
持
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
おÖ

PN
V

の
具
体
的
形
成

に
あ
た
っ
て
の
法
的
命
題
は
導
き
出
さ
れ
な
い
。
さ
し
あ
た
り
、
た
だ
総
じ
て
到
達
可
能
性
が
特
に
交
通
形
式
と
は
か
か
わ
り
な
く
保
障

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
移
動
性
の
保
障
が
実
効
性
と
関
わ
り
な
く
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
基
本
権
の
実
現
は
有
効
た
ら
し

め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
基
本
権
の
実
現
は
技
術
的
発
展
及
び
い
ま
な
お
更
に
広
く
拡
大
す
る
空
間
に
よ
り
、
も
は
や
現
代
に
お
い
て
は
、

歩
行
と
い
う
交
通
手
段
で
は
得
ら
れ
な
い
。
近
い
領
域
に
お
い
て
さ
え
も
基
本
権
と
関
連
す
る
移
動
性
は
も
は
や
動
力
に
よ
る
交
通
手
段

な
し
で
は
実
現
し
得
な
い
。

そ
う
は
い
え
ど
も
主
観
的
な
給
付
請
求
権
と
し
て
存
在
す
る
の
は
現
存
す
る
施
設
の
使
用
に
関
し
て
の
関
与
権
の
み
で
あ
る
。
そ
う
は

い
え
ど
もÖ

PN
V

は
、
移
動
性
に
係
る
基
本
権
の
実
現
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。
す
べ
て
の
基
本
権
主
体
に
と
っ
て
個
人
輸
送
へ
の
参

加
が
可
能
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
自
動
車
に
乗
ら
な
い
者
に
対
し
て
機
会
の
平
等
を
保
証
す
る
た
め
に
も
基
本
権
の
客
観
法



159 「生存配慮の給付」の一分野としてのÖPNV法制

的
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
は
、
い
わ
ば
制
度
的
に
保
障
さ
れ
た
給
付
能
力
の
あ
るÖ

PN
V

を
基
本
法
上
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
意
義
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
ど
の
よ
う
に
組
織
す
る
か
に
つ
い
て
は
得
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
む
し
ろ
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
競
争
的
旅
客
運
輸
も
そ
れ
自
身
基
本
権
の
行
使
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
３
）
基
本
法
二
〇ａ
条

基
本
法
二
〇ａ
条
は
国
家
目
標
と
し
て
将
来
世
代
に
対
す
る
責
任
と
し
て
自
然
的
生
存
基
盤
及
び
動
物
を
保
護
す
る
旨
を
規
定
し
て
い

る
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
立
法
者
に
対
し
て
広
い
形
成
裁
量
を
認
め
て
い（

３４
）る。

そ
の
不
特
定
性
ゆ

え
に
環
境
条
項
は
立
法
者
に
よ
る
具
体
化
を
必
要
と
す
る
。Ö

PN
V

と
の
関
係
に
お
い
て
言
え
ば
、Ö

PN
V

が
事
実
上
他
の
交
通
形
式
に

対
し
て
優
位
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
供
給
能
力
の
あ
るÖ

PN
V

の
存
在
の
不
可
欠
性
と
言
う
命
題
は
導
き
出
さ
れ（

３５
）る。

Ö
PN
V

を
ど
の
よ
う
に
形
成
す
る
か
と
い
う
問
い
は
依
然
と
し
て
立
法
者
に
委
ね
ら
れ
る
。

（
４
）
そ
の
他
の
憲
法
規
定

移
動
性
の
意
義
及
び
環
境
国
家
原
理
と
並
ん
で
い
く
つ
か
の
他
の
基
本
法
の
規
定
がÖ

PN
V

の
分
野
に
お
い
て
問
題
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、D

aseinsvorsorge

の
一
般
的
規
定
を
超
え
る
特
別
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
ろ
ん
そ
の
こ
と
は
部
分
的

にÖ
PN
V

と
近
い
距
離
に
あ
る
と
目
さ
れ
る
自
治
行
政
に
お
い
て
も
、
ま
た
社
会
国
家
原
理
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
交
通
は

古
典
的
なD

aseinsvorsorge

の
例
と
し
て
地
方
経
済
企
業
に
お
か
れ
、
そ
の
地
方
経
済
企
業
は
地
域
に
あ
っ
て
自
治
行
政
の
核
領
域
に
列

せ
ら
れ
て
い
た
。
的
確
な
理
解
と
し
て
は
、Ö

PN
V

の
計
画
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
計
画
高
権
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
自
治
体
企
業

に
よ
るÖ

PN
V

の
自
己
生
産
は
基
本
法
二
八
条
二
項
に
お
い
て
保
障
さ
れ
る
。
全
て
のD

aseinsvorsorge

の
任
務
と
同
じ
よ
う
に
、
「
ど
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の
よ
う
に
」Ö

PN
V

を
も
た
ら
す
か
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
委
ね
ら
れ
る
。
社
会
国
家
原
理
か
らÖ

PN
V

の
存
在
が
導
き
出
さ
れ
る
か
否
か
、

ま
た
導
き
出
さ
れ
る
と
す
れ
ば
ど
の
程
度
ま
で
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
議
論
は
つ
き
な
い
。
モ
ビ
リ
タ
ー
ト
そ
の
も
の
を
確
保
す
る

こ
と
の
み
で
あ
る
な
ら
ば
、
交
通
は
第
一
義
的
に
市
場
経
済
秩
序
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
が
、
社
会
国
家
原
理
か
ら
要
請
さ
れ
る
移
動
性

の
機
会
は
、
個
人
輸
送
と
い
う
自
己
の
手
段
を
つ
か
め
え
ず
あ
る
い
は
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
そ
の
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
て
い
る
者
に
対
し

て
も
、
客
観
的
にÖ

PN
V

の
存
在
を
必
要
と
す
る
し
、
さ
ら
に
「
社
会
的
に
望
ま
し
い
」
形
成
を
も
必
要
と
す
る
。

第
３
節

Ö
PN
V

を
形
作
る
法
制
度
の
全
体
像

Ö
PN
V

法
制
は
、
鉄
道
改
革
及
び
一
九
九
六
年
に
な
さ
れ
たÖ

PN
V

の
地
域
化
（R

egionalisierung

）
以
来
、
絶
え
間
な
く
変
化
し
て

い
る
。
今
日Ö

PN
V

法
は
四
つ
の
規
律
領
域
か
ら
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
助
成
法
（B

eihilfenrecht

）、
委
託
法
（V

ergaberecht

）、
交

通
事
業
法
（V

erkehrsgew
erberecht

）、
自
治
体
の
自
治
行
政
に
関
す
る
法
（R

echt
der
kom
m
unalen

Selbstverw
altung

）
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
、
重
な
り
合
う
部
分
を
持
つ
が
、
助
成
法
は
、
交
通
企
業
に
対
す
る
財
政
的
支
援
に
つ
い
て
、
委
託
法
は
、
公
的
委
託
を
基

礎
と
し
て
、
営
業
制
限
及
び
請
負
契
約
秩
序
に
つ
い
て
、
交
通
事
業
法
は
、
企
業
の
事
業
活
動
の
秩
序
に
つ
い
て
、
規
律
す
る
。
さ
ら
に
、

Ö
PN
V

が
生
存
配
慮
の
給
付
と
し
て
、
自
治
体
の
自
治
行
政
の
核
領
域
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
州
に
て
定
め
るÖ

PN
V

法
もÖ

PN
V

を
形
作
る
上
で
、
重
要
な
部
分
を
占
め
る
。



161 「生存配慮の給付」の一分野としてのÖPNV法制

第
３
章

Ö
PN
V

市
場
の
枠
組
み（
旅
客
輸
送
法
）の
許
認
可
、
交
通
計
画
、
事
業
者
選
定
を
中
心
に

第
１
節

本
章
で
は
、Ö

PN
V

を
形
作
る
枠
組
み
を
旅
客
輸
送
法
（PB
efG

）
の
許
可
制
度
、
こ
れ
と
関
連
し
て
事
業
者
選
定
を
中
心
に
み
て
い

く
こ
と
に
す
る
。
旅
客
運
送
法
の
市
場
の
あ
り
方
を
理
解
す
る
上
で
、
三
つ
の
主
体
が
カ
ギ
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
許
可
官
庁

（G
enehm

igungsbehörde
）、
任
務
担
当
者
（A

ufgabenträger

）、
交
通
企
業
（V

erkehrsunternehm
en

）
で
あ
る
。

（
１
）
許
可
官
庁
（G

enehm
igungsbehörde

）

事
業
者
は
、
旅
客
輸
送
法
第
十
一
条
第
一
項
に
従
い
州
法
を
通
じ
て
定
め
ら
れ
た
許
可
官
庁
に
よ
っ
て
、Ö

PN
V

を
担
う
事
業
者
と
し

て
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
旅
客
輸
送
法
第
十
一
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
に
て
地
域
に
お
け
る
権
限
が
定
め
ら
れ
る
。

許
可
官
庁
の
最
た
る
任
務
は
旅
客
輸
送
法
一
三
条
以
下
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
許
可
要
件
の
審
査
で
あ
る
。
八
条
三
項
一
文
に
従
い
、

許
可
官
庁
は
、
十
分
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
及
び
経
済
的
な
交
通
の
形
成
の
利
益
に
お
い
て
、
任
務
担
当
者
及
び
交
通
企
業
と
協
力
し
て
近
距

離
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
も
と
に
法
的
な
規
正
の
も
と
、
交
通
の
提
携
、
調
整
さ
れ
た
交
通
計
画
、
調
整

さ
れ
あ
る
い
は
結
合
さ
れ
た
料
金
が
あ
る
。
ま
た
許
可
官
庁
が
広
範
囲
にÖ

PN
V

に
お
け
る
魅
力
を
強
化
す
る
た
め
の
権
限
を
持
つ
こ
と

に
意
義
が
あ
る
。
従
来
ま
で
の
法
的
状
況
に
対
し
て
許
可
官
庁
は
こ
の
点
に
お
い
て
強
化
さ（

３６
）れた

。
広
く
い
き
わ
た
っ
た
観
点
に
基
づ
い

て
自
由
意
思
に
よ
る
交
通
企
業
の
協
働
を
支
援
す
る
こ
と
、
交
通
企
業
を
積
極
的
に
市
場
事
象
の
中
に
食
い
込
ま
せ
る
こ
と
、
公
共
の
利

益
に
適
う
交
通
政
策
上
の
目
的
の
実
現
を
促
進
す
る
こ
と
に
お
い
て
権
限
を
持
つ
。

も
っ
と
も
単
独
で
の
権
限
行
使
と
言
う
観
点
で
見
れ
ば
、
許
可
官
庁
は
そ
の
地
位
を
後
退
さ
せ
ら
れ
た
。
旅
客
輸
送
法
第
八
条
第
三
項
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第
二
文
は
、
許
可
を
与
え
る
に
際
し
て
、
個
々
の
任
務
主
体
が
決
定
し
た
近
距
離
交
通
計
画
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
加
え

て
旅
客
輸
送
法
第
一
三
条
の
要
件
に
基
づ
い
て
、
公
共
経
済
的
交
通
に
対
し
、
自
身
の
形
成
的
決
定
権
限
も
な
し
に
許
可
を
与
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

そ
う
は
い
え
ど
も
、
任
務
担
当
者
と
交
通
企
業
の
利
益
及
び
主
張
が
対
立
し
た
際
に
は
、
仲
裁
を
な
す
権
限
が
許
可
官
庁
に
与
え
ら
れ

る
し
、
交
通
の
種
類
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
許
可
官
庁
は
基
本
的
に
中
立
な
監
督
官
庁
で
あ
る
。

（
２
）
任
務
担
当
者
（Aufgabenträger

）

一
九
九
六
年
の
旅
客
輸
送
法
改（

３７
）正に

伴
い
、
あ
ら
た
に
組
み
込
ま
れ
た
任
務
担
当
者
は
形
式
の
み
な
ら
ず
、
実
質
的
に
もÖ

PN
V

の
構

想
の
変
更
を
表
す
。

旅
客
輸
送
法
第
八
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
体
系
か
ら
、
任
務
担
当
者
は
実
質
的
に
私
的
な
権
利
主
体
で
は
な
く
、
公
共
体
の
一
部
で

あ
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
旅
客
輸
送
法
第
八
条
第
三
項
第
二
文
、
五
文
に
基
づ
く
と
最
も
重
要
な
任
務
はÖ

PN
V

を
展
開
す
る
枠
組
み

を
形
作
る
交
通
計
画
の
策
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
旅
客
輸
送
法
第
八
条
第
四
項
第
四
文
に
よ
れ
ば
、
任
務
担
当
者
は
、
公
共
経
済
的

交
通
給
付
に
義
務
を
負
う
権
限
あ
る
機
関
と
い
う
位
置
付
け
に
あ
る
。
つ
ま
りÖ

PN
V

に
対
し
て
保
障
責
任
を
負（

３８
）う。

地
域
化
法
第
一
条

と
並
行
に
旅
客
輸
送
法
第
八
条
第
三
項
第
六
文
は
個
々
の
各
州
法
に
具
体
的
な
規
定
を
委
任
す
る
。
む
ろ
ん
一
律
に
州
の
中
央
官
庁
を
も

っ
て
任
務
担
当
者
と
す
る
が
ご
と
き
を
州
法
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
は
、
さ
し
あ
た
り
自
治
体
の
権
限
行
使
の
機
会
を
定
式
化
す
る
こ
と

と
し
た
任
務
担
当
者
の
創
設
規
定
の
趣（

３９
）旨に

反
す
る
こ
と
に
な
る
。

任
務
担
当
者
の
権
限
は
交
通
企
業
が
企
業
形
態
の
交
通
（eigenw

irtschaftliche
V
erkehr

）
か
、
あ
る
い
は
非
営
利
企
業
形
態
の
交
通

（gem
einw
irtschaftliche

V
erkehr

）
か
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
（
旅
客
輸
送
法
第
八
条
第
四
項
第
四
文
）。
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企
業
形
態
の
交
通
と
い
う
場
合
で
あ
れ
ば
、
許
可
官
庁
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
交
通
計
画
を
通
じ
て
の
み
の
影
響
で
あ
り
、
そ
れ

に
限
定
さ
れ
る
。
既
存
の
企
業
と
の
協
力
の
下
、
計
画
は
実
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
領
域
に
お
い
て
活
動
す
る
異
な
る
交
通
サ

ー
ビ
ス
の
供
給
者
の
利
益
に
関
し
て
の
調
整
機
能
が
任
務
主
体
に
帰
属
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
何
ら
支
障
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
非
営
利
企
業
形
態
の
交
通
に
お
い
て
は
任
務
担
当
者
は
決
定
者
た
る
地
位
を
占
め
る
。

（
３
）
交
通
企
業
（Vekehrsunternehm

en

）

旅
客
輸
送
法
第
八
条
第
三
項
一
文
に
お
い
て
、Ö
PN
V

を
実
際
に
実
施
す
る
者
を
指
す
。
後
に
み
る
が
、
企
業
的
交
通
と
し
て
事
業
を

実
施
す
る
場
合
に
は
、
旅
客
輸
送
法
第
一
三
条
に
基
づ
く
許
可
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
地
域
のÖ

PN
V

が
非
営
利
企
業
的
形
態
の
交
通
と
し
て
実
施
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ま
た
、
交
通
企
業
が
こ
れ
に
参
加
す
る
な
ら
ば
、
「
官
」
に
組
み
入
れ
ら

れ
た
形
で
の
事
業
参
画
と
な
る
。

第
２
節

Ö
PN
V

を
形
成
す
る
手
立
て

（
１
）
許
可

交
通
企
業
に
関
連
す
る
旅
客
輸
送
法
第
二
条
一
項
第
一
文
第
一
号
か
ら
第
三
号
、
同
条
第
二
項
及
び
同
法
第
三
条
の
許
可

（G
enehm

igung

）
は
、Ö

PN
V

の
給
付
を
も
た
ら
す
前
提
条
件
と
な
る
。
許
可
を
必
要
と
す
る
の
は
、
旅
客
輸
送
法
第
二
条
第
一
項
第

一
文
第
一
号
か
ら
第
三
号
に
よ
り
、
路
面
電
車
、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
、
路
線
バ
ス
な
ど
の
路
線
交
通
を
な
す
原
動
機
付
き
車
両
に
よ
る
人
員

輸
送
、
並
び
に
法
二
条
二
項
に
従
い
、
許
可
を
得
た
交
通
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
そ
の
変
更
に
つ
い
て
、
で
あ
る
。

許
可
権
限
を
有
す
る
の
は
、
州
政
府
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
官
庁
で
あ
る
。
（
同
法
第
一
一
条
）
も
っ
ぱ
ら
そ
の
地
区
に
お
い
て
路
面
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電
車
、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
、
原
動
機
付
車
両
の
路
線
運
行
を
営
む
場
合
、
そ
の
地
区
の
許
可
官
庁
が
権
限
を
有
す
る
。
（
同
条
第
二
項
第
一

号
）
ま
た
原
動
機
付
車
両
に
よ
る
臨
時
便
に
お
い
て
は
、
商
法
上
の
居
所
ま
た
は
営
業
所
を
そ
の
地
区
に
置
く
場
合
、
そ
の
区
の
許
可
官

庁
が
権
限
を
有
す
る
。
（
同
条
同
項
目
第
二
号
）

認
可
申
請
に
お
い
て
申
請
す
る
内
容
は
同
法
第
一
二
条
に
定
め
ら
れ
る
。
共
通
項
目
と
し
て
は
、
①
申
請
者
の
名
前
及
び
住
所
、
事
業

所
居
所
、
②
申
請
者
が
す
で
に
あ
る
種
の
交
通
に
つ
い
て
認
可
を
有
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
有
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
③
近
距
離
交

通
計
画
（
同
法
第
八
条
第
三
項
第
三
号
）
の
命
題
に
対
応
し
て
、
申
請
さ
れ
る
交
通
に
お
け
る
可
能
な
限
り
広
範
囲
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

利
用
を
達
成
す
る
た
め
の
方
策
の
提
示
、
で
あ
る
。

次
に
、
バ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
原
動
機
付
車
両
の
路
線
運
行
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
①
申
請
さ
れ
た
区
間
に
お
け
る
停
留
所
な
ら
び
に

業
と
し
て
の
交
通
に
資
す
る
範
囲
で
交
通
領
域
に
お
い
て
現
存
す
る
最
新
の
全
て
の
軌
道
、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
路
線
、
原
動
機
付
車
両
路
線
、

定
期
航
路
が
記
入
さ
れ
た
地
図
、
②
路
線
の
道
程
、
③
用
い
る
乗
り
物
の
総
量
、
種
類
、
収
容
能
力
に
関
す
る
記
述
、
④
輸
送
の
対
価（
運

賃
）
及
び
運
航
計
画
、
が
必
要
に
な
る
。

タ
ク
シ
ー
な
ど
、
原
動
機
付
車
両
の
臨
時
便
（
チ
ャ
ー
タ
ー
便
）
に
お
い
て
は
、
共
通
項
目
に
加
え
て
、
①
臨
時
便
交
通
（
四
六
条
）

の
交
通
形
態
、
②
用
い
る
乗
り
物
の
総
量
、
種
類
、
収
用
能
力
、
が
必
要
に
な
る
。

許
可
は
、
以
下
の
場
合
に
な
す
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
三
条
第
一
項
）。
す
な
わ
ち
、
①
操
業
の
安
全
及
び
供
給
能
力
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
（
同
項
第
一
号
）、
②
申
請
者
の
事
業
者
と
し
て
の
不
適
格
性
あ
る
い
は
商
業
の
遂
行
に
あ
た
る
人
の
不
適
格
性
を
示
す
事
実
が
存

在
し
な
い
こ
と
（
同
項
第
二
号
）、
③
事
業
者
と
し
て
の
申
請
者
あ
る
い
は
商
業
の
遂
行
に
あ
た
る
人
が
専
門
的
に
事
業
に
適
し
て
い
る

こ
と
（
同
項
第
三
号
）、
④
申
請
者
ま
た
は
申
請
者
か
ら
交
通
供
給
の
遂
行
を
委
ね
ら
れ
た
事
業
者
が
商
法
上
の
事
業
居
所
あ
る
い
は
営

業
所
を
国
内
に
有
す
る
こ
と
（
同
項
第
四
号
）、
を
満
た
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。



165 「生存配慮の給付」の一分野としてのÖPNV法制

申
請
者
に
は
、
以
上
の
許
可
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
さ
ら
に
同
条
第
二
項
の
消
極
要
件
を
満
た
さ
な
い
こ
と
が
要
求
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
交
通
安
全
の
根
拠
か
ら
あ
る
い
は
そ
の
交
通
の
建
設
状
況
か
ら
見
て
不
適
な
道
路
上
の
交
通
が
な
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
場
合
（
同
項
第
一
文
）、
②
申
請
さ
れ
た
交
通
に
よ
っ
て
公
の
（
交
通
）
利
益
が
損
な
わ
れ
る
場
合
（
同
項
第
二
文
）、
と
り
わ
け
、

（
ア
）
そ
の
交
通
が
現
存
す
る
交
通
手
段
に
よ
っ
て
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
場
合
（
第
二
文ａ
号
）、
（
イ
）
申
請
さ
れ
た
交
通
が
輸
送

状
況
の
改
善
に
基
本
的
に
資
す
る
こ
と
な
く
、
既
存
の
事
業
者
ま
た
は
鉄
道
が
遂
行
し
て
い
る
交
通
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
意
図
す
る

場
合
（
第
二
文
ｂ
号
）、
（
ウ
）
既
存
の
事
業
者
ま
た
は
鉄
道
が
、
認
可
官
庁
が
確
定
す
る
機
関
に
お
い
て
、
交
通
が
問
題
と
な
る
場
合

に
は
、
第
八
条
三
項
の
要
件
の
下
、
不
可
欠
な
交
通
を
自
身
で
実
現
す
る
準
備
が
あ
る
場
合
（
第
二
文
ｂ
号
）、
で
あ
る
。

許
可
に
際
し
て
は
、
義
務
的
な
聴
聞
手
続
が
用
意
さ
れ
て
い
る
（
同
法
第
一
四
条
）。
こ
こ
に
聴
聞
を
な
す
べ
き
相
手
と
し
て
、
既
存

の
交
通
企
業
、
競
合
す
る
計
画
に
権
限
を
有
す
る
官
庁
、
営
業
監
督
に
権
限
を
有
す
る
官
庁
、
商
工
会
議
所
、
運
輸
連
合
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
２
）
交
通
計
画

旅
客
輸
送
法
八
条
三
項
、
及
び
一
三
条
二ａ
項
に
て
定
め
ら
れ
る
。
個
々
の
詳
細
な
規
定
は
州
法
に
委
ね
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
第

八
条
第
三
項
第
二
文
、
第
四
文
は
交
通
計
画
に
関
す
る
若
干
の
基
本
的
な
規
定
を
置
い
て
い
る
。
こ
れ
に
従
い
、
任
務
担
当
者
は
既
存
の

企
業
と
の
協
力
に
お
い
て
交
通
計
画
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
存
在
す
る
場
合
に
は
障
害
者
団
体
並
び
に
審
議
会
に
も
意
見
を
聞

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
定
め
る
べ
き
内
容
と
し
て
は
、
旅
客
輸
送
法
第
八
条
第
三
項
二
文
、
三
文
に
そ
の
準
則
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
交
通
計
画
は
既
存
の
交
通
の
構
造
を
考
慮
し
、
ま
た
交
通
計
画
は
企
業
間
の
不
平
等
な
扱
い
を
導
い
た
り
し
て
は

な
ら
ず
、
事
項
的
観
点
か
ら
も
、
ま
た
時
間
的
な
観
点
か
ら
も
障
害
者
の
利
益
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



平成法政研究 第２２巻第１号 166

こ
れ
を
超
え
て
何
を
記
す
べ
き
と
言
う
こ
と
は
旅
客
輸
送
法
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

（
３
）
事
業
者
の
選
択

既
に
挙
げ
た
許
可
及
び
交
通
計
画
と
も
関
連
す
る
が
、
重
要
な
の
は
、
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
交
通
企
業
の
選
択
で
あ
る
。
そ
の

形
成
は
、
企
業
形
態
の
交
通
と
公
共
経
済
の
交
通
と
で
明
白
に
異
な
る
。
と
り
わ
け
許
可
要
件
が
互
い
に
か
な
り
異
な
る
が
、
関
与
主
体

の
協
力
及
び
関
与
主
体
に
許
さ
れ
た
道
具
に
関
し
て
区
別
が
存
す
る
。

①
十
分
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
（ausreichende

verkehrsbedienung

）

企
業
形
態
の
交
通
に
お
い
て
も
、
非
営
利
企
業
形
態
の
交
通
に
お
い
て
も
、
十
分
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
が
目
的
で
あ
る
（
法
八
条

三
項
一
文
四
項
三
文
）。
「
十
分
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
」
と
い
う
概
念
の
正
確
な
内
容
は
こ
の
法
の
み
に
よ
っ
て
は
あ
き
ら
か
と
な

ら
な（

４０
）いが

、
個
人
輸
送
（
Ｍ
Ｉ
Ｖ
）
と
同
等
の
価
値
を
持
つ
代
替
手
段
と
し
て
あ
ま
ね
く
行
き
渡
り
、
ま
た
同
等
の
価
値
を
持
つ
生
活
状

況
へ
と
至
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
十
分
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
と
い
え（

４１
）る。

ま
た
あ
る
見
解
に
よ
れ
ば
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
が
容
易
に
幾

重
も
の
方
法
に
よ
っ
て
最
善
の
状
態
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
れ
を
代
替
す
る
こ
と
が
社
会
政
策
、
環
境
政
策
、
土
地
計
画
上
の
目

的
に
寄
与
し
、か
つ
Ｅ
Ｕ
委
員
会
指
令
の
基
準
を
下
回
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、そ
の
サ
ー
ビ
ス
は
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
な（

４２
）る。

旅
客
輸
送
法
第
一
三
条
の
許
可
要
件
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
の
は
、
提
供
者
か
ら
み
て
も
、
ま
た
需
要
を
持
つ
者
か
ら
み
て
も
、
継
続
性
、

規
則
性
、
供
給
能
力
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
い
う
観
点
に
お
い
て
「
十
分
で
あ
る
こ
と
」
が
必
要
に
な（

４３
）る。
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②
企
業
的
交
通
（Eigenw

irtschaftliche
Verkehre

）

旅
客
輸
送
法
は
、
企
業
的
交
通
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
非
営
利
企
業
的
交
通
に
よ
っ
て
も
交
通
サ
ー
ビ
ス
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
予
定

し
て
は
い
る
が
、
第
八
条
第
四
項
一
文
は
企
業
的
交
通
を
優
先
す（

４４
）る。

で
は
企
業
的
交
通
と
は
一
体
何
か
。
旅
客
輸
送
法
第
八
条
第
四
項
二
文
は
「
そ
の
運
営
経
費
を
、
サ
ー
ビ
ス
の
収
益
、
Ｅ
Ｕ
委
員
会
指

令
一
三
七
〇
／
二
〇
〇（

４５
）七の

一
般
的
規
定
を
も
と
に
な
さ
れ
る
補
償
給
付
、
そ
の
他
の
商
法
上
の
意
味
に
お
け
る
企
業
収
益
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
る
」
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
と
定
め
る
。

企
業
的
交
通
に
対
す
る
許
可
要
件
は
、
旅
客
輸
送
法
一
三
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

旅
客
輸
送
法
一
三
条
一
項
は
、
経
営
の
安
定
性
及
び
供
給
能
力
が
確
保
さ
れ
る
と
き
で
、
か
つ
申
請
者
が
信
頼
で
き
、
確
か
な
専
門
性

を
そ
な
え
て
い
る
と
き
に
の
み
、
許
可
を
あ
た
え
る
旨
を
定
め
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
的
交
通
の
許
可
に
お
い
て
は
、
交
通
計
画
と
の
整
合
性
が
問
題
と
な
る
。
仮
に
、
旅
客
輸
送
法
第
一
三
条
第
一
項
の
許
可

要
件
を
満
た
し
、
第
一
三
条
第
二
項
の
消
極
要
件
に
も
あ
た
ら
な
い
場
合
で
も
、
申
請
し
た
交
通
が
交
通
計
画
と
調
和
し
て
い
な
け
れ
ば
、

な
お
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

③
非
営
利
企
業
形
態
な
い
し
共
同
経
済
の
交
通
（G

em
eiw
irschaftliche

Verkehre

）

旅
客
輸
送
法
第
八
条
四
項
第
一
文
の
規
律
に
あ
る
と
お
り
、
非
営
利
企
業
形
態
の
交
通
は
法
律
の
構
想
に
従
え
ば
例
外
的
な
事
態
で
あ

る
。で

は
非
営
利
企
業
形
態
の
交
通
と
は
何
か
。
第
八
条
四
項
に
も
第
一
三ａ
条
に
も
な
い
。
法
は
た
だ
、
企
業
的
交
通
に
対
す
る
消
極
的

な
区
別
を
予
定
し
た
こ
と
に
な
る
。
と
な
る
と
、
非
営
利
企
業
形
態
の
交
通
と
は
十
分
な
交
通
の
供
給
を
な
す
に
不
可
欠
な
交
通
サ
ー
ビ
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ス
で
企
業
形
態
に
よ
っ
て
は
も
た
ら
し
え
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

非
営
利
企
業
形
態
の
交
通
は
常
に
「
官
」
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
旅
客
輸
送
法
第
一
三
条

第
一
項
が
定
め
る
よ
う
な
許
可
の
対
象
と
な
ら
な
い
。

（
４
）
運
賃

運
賃
規
制
は
認
可
官
庁
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。路
線
認
可
の
際
に
申
請
用
件
と
し
て
運
賃
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、旅
客
運
送
法
三
九

条
（
路
面
電
車
の
運
賃
規
制
）
を
路
線
運
航
（
バ
ス
）
に
て
準
用
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
運
賃
及
び
そ
の
変
更
は
認

可
官
庁
の
同
意
を
要
す
る
（
三
九
条
一
項
一
文
）
こ
と
と
し
、
許
可
官
庁
は
運
賃
改
定
に
関
し
、
以
下
の
諸
点
を
審
理
す
る
も
の
と
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
企
業
の
経
済
的
状
況
を
顧
慮
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
、
投
下
資
本
の
利
子
、
償
却
及
び
必
須
の
技
術
上
の
発
展
か

ら
相
応
な
も
の
で
あ
る
か
（
三
九
条
二
項
一
文
）。

許
可
官
庁
は
運
賃
の
形
成
に
決
定
的
な
要
素
が
本
質
的
に
変
更
さ
れ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
運
賃
（
設
定
）
及
び
そ
の
変
更
に
対
す
る

同
意
を
取
り
消
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
聴
聞
手
続
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に

本
稿
は
、
生
存
配
慮
の
給
付
に
位
置
付
け
ら
れ
るÖ

PN
V

に
対
す
る
法
的
枠
組
み
とÖ

PN
V

が
仕
え
る
目
的
に
資
す
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
手
立
て
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
第
１
章
で
は
、
生
存
配
慮
の
給
付
と
い
わ
れ
る
分
野

に
つ
い
て
欧
州
法
及
び
憲
法
か
ら
、
特
に
憲
法
上
の
諸
基
本
権
や
基
本
原
理
か
ら
得
ら
れ
る
法
的
枠
組
み
を
得
よ
う
と
し
た
。
第
２
章
で
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は
、Ö

PN
V

と
い
う
具
体
的
な
分
野
に
お
け
る
、
給
付
と
憲
法
上
の
諸
基
本
権
や
基
本
原
理
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
３
章
で
は
、

不
十
分
な
が
ら
もÖ

PN
V

市
場
を
形
作
る
旅
客
運
送
法
の
規
正
を
部
分
的
で
は
あ
る
が
整
理
し
た
。

生
存
配
慮
の
給
付
は
、
現
代
に
お
い
て
は
も
は
や
市
場
原
理
や
市
場
を
維
持
す
る
た
め
の
競
争
原
理
と
無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
い
。
こ

の
よ
う
な
分
野
に
お
い
て
は
国
家
は
市
場
を
開
く
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
市
場
に
お
い
て
調
達
す
る
こ
と
を
得
ら
れ
な
い
価
値
の
追

求
と
い
う
特
殊
性
を
顧
慮
し
な
が
ら
、
市
場
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い（

４６
）る。

特
に
欧
州
で
は
、
一
般
的
経
済
利
益
の
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
い
て
競
争
法
が
市
場
に
期
待
す
る
価
値
と
加
盟
国
の
形
成
裁
量
と
が
せ
め

ぎ
あ
っ
て
い
る
。
ま
た
加
盟
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
手
立
て
を
用
い
れ
ば
、
ま
た
誰
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を

果
た
せ
ば
、
市
場
に
お
い
て
追
及
で
き
る
価
値
と
市
場
に
お
い
て
は
達
成
で
き
な
い
価
値
と
を
よ
り
よ
く
勝
ち
得
る
か
、
「
任
務
批（

４７
）判」

の
最
中
に
あ
る
。

本
稿
に
続
く
研
究
で
は
、
筆
者
の
準
備
不
足
に
踏
み
込
め
な
か
っ
たÖ

PN
V

の
市
場
に
お
け
る
規
正
や
、
財
政
的
調
整
、
委
託
に
お
け

る
法
形
成
な
ど
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
、
生
存
配
慮
の
給
付
の
確
保
な
い
し
保
証
の
実
相
に
迫
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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【
注
】

（
１
）
「「
市
立
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
図
書
館
」
誕
生
へ

広
が
る
民
間
委
託
」『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
二
年
七
月
二
二
日
、
日
経
ス
タ
イ
ル
「
ス
タ
バ
併

設
、
私
語
Ｏ
Ｋ
「
市
立
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
図
書
館
」
の
集
客
力
」

https://style.nikkei.com
/article/D

G
X
N
Z
O
60559110T

01C
13A
0000000?channel=

D
F
130120166059&

style=
1&
page=

2

《
最
終
ア
ク
セ
ス

二
〇
一
七
年
八
月
二
二
日
》。

（
２
）
日
経
ス
タ
イ
ル
「
愛
知
・
小
牧
市
、
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
図
書
館
に
「
ノ
ー
」
三
万
票
」https://style.nikkei.com

/article/D
G
X
M
Z
O
92518160W

5

A
001C

1000000?channel=
D
F130120166110&

style=
1

《
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
七
年
八
月
二
二
日
》。

（
３
）
行
財
政
改
革
の
沿
革
に
つ
い
て
、
石
井
晴
夫
・
金
井
昭
典
・
石
田
直
美
『
公
民
連
携
の
経
営
学
』
三
九
〜
六
二
頁
（
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
八
）。

（
４
）
国
家
に
よ
る
生
存
権
・
社
会
権
の
保
障
義
務
や
行
政
統
制
の
法
理
、
さ
ら
に
は
公
務
員
の
存
在
意
義
か
ら
の
制
約
を
論
じ
る
も
の
と
し
て
、
晴
山

一
穂
『
現
代
国
家
と
行
政
法
学
の
課
題
―
新
自
由
主
義
・
国
家
・
法
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
）。

（
５
）

Forsthoff,
D
ie
V
erw
altung

als
L
eisutngsträger,

1938,
S.4.;Volker

Schneiderhan,
D
aseinsvorsorge

und
V
ergaberecht,

B
erlin,

2011,
S.22f.;

K
onstantin

Tiem
ann,

Privatisierung
öffentlicher

U
nternehm

en
in
D
eutschland

und
Frankreich,

S.30ff.

（
６
）
そ
の
点
は
、
フ
ォ
ル
ス
ト
ホ
フ
の
生
存
配
慮
概
念
を
通
し
て
目
指
し
た
学
問
上
の
狙
い
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
行
政
に
よ
る
給
付
の
保
証
を
、

用
い
ら
れ
た
法
形
式
と
は
関
係
な
く
統
一
的
に
公
行
政
の
行
使
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
私
法
的
に
行
わ
れ
た
給
付
を
「
私
人
的
自
律
を

理
由
と
す
る
非
拘
束
性
」
か
ら
ひ
き
は
が
し
、
私
法
的
に
行
わ
れ
た
給
付
に
対
し
て
も
公
法
上
の
法
的
拘
束
を
及
ぼ
す
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

B
adura,

D
Ö
V
1966,

S.624,
627.

（
７
）
ド
イ
ツ
の
文
献
に
お
い
て
保
証
国
家
と
い
う
言
葉
が
た
び
た
び
登
場
す
る
一
方
で
、
生
存
配
慮
と
い
う
言
葉
は
「
一
般
的
経
済
利
益
」
に
資
す
る

特
定
の
給
付
領
域
を
総
称
す
る
説
明
概
念
以
上
の
意
味
を
持
た
な
く
な
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
定
義
の
外
縁
が
フ
ォ
ル
ス
ト
ホ
フ
自

身
の
手
に
よ
り
輪
郭
を
失
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
第
二
に
規
範
的
意
義
と
し
て
の
性
質
へ
の
疑
問
、
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
の
公
役
務
概
念
と
の
比
較

に
お
い
て
、
給
付
を
も
た
ら
す
組
織
体
に
対
し
て
編
成
上
の
法
形
式
や
所
有
関
係
を
指
示
し
な
い
こ
と
、
生
存
配
慮
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
が
故

の
一
定
の
原
理
、
原
則
を
導
か
な
い
こ
と
、
「
公
権
力
の
行
使
」
を
規
定
す
る
意
味
を
持
た
ぬ
が
故
に
裁
判
管
轄
を
左
右
す
る
判
断
基
準
と
な
ら
な

い
こ
と
、
第
三
に
体
系
上
の
地
位
を
持
た
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
生
存
配
慮
の
給
付
を
も
た
ら
す
国
家
の
義
務
は
そ
れ
が
生
存
配
慮
で
あ
る
か
ら

で
は
な
く
、
憲
法
が
要
求
し
あ
る
い
は
承
認
す
る
活
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
し
、
望
ま
し
い
生
存
配
慮
の
給
付
を
形
成
す
る
に
当

た
っ
て
の
基
本
権
や
諸
基
本
原
理
へ
の
顧
慮
は
そ
の
給
付
が
「
生
存
配
慮
」
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
評
価
を
経
る
こ
と
な
く
な
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
生
存
配
慮
概
念
を
法
体
系
上
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
再
定
義
す
る
用
意
が
な
い
た
め
、
以
降
で
は
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「
生
存
配
慮
の
給
付
」
を
今
日
の
一
般
的
な
用
い
方
に
倣
い
、
一
般
的
経
済
利
益
に
資
す
る
特
定
の
給
付
分
野
と
い
う
意
味
に
お
い
て
用
い
る
こ
と

と
す
る
。

拙
稿
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
法
的
枠
組
み
と
国
家
の
役
割
に
つ
い
て
の
予
備
的
考
察
」
平
成
法
政
研
究
第
二
一
巻
一
号
一
四
六
頁
〜
一
四
七
頁
、

K
onstantin

Tiem
ann,

Privatisierung
öffentlicher

U
nternehm

en
in
D
eutschland

und
Frankreich,

S.30ff.

（
８
）
ヤ
ン
・
ツ
ィ
ー
コ
ー
著
（
人
見
剛
訳
）「
再
公
営
化
―
地
方
自
治
体
サ
ー
ビ
ス
の
民
営
化
か
ら
の
転
換
？
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
状
況
に
つ
い

て
」
立
教
法
務
研
究
第
七
号
四
九
頁
（
二
〇
一
四
）、
板
垣
勝
彦
『
保
障
行
政
の
法
理
論
』
二
一
三
〜
二
一
四
頁
（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三
）、W

olfgang

H
offm
an-R
iem
,
in:Paul

K
irchhof

（H
rsg.

）,Staat
und
Steuern.Festschrift

für
K
laus
V
ogel,

2000,
S.47

（52f.

）.

（
９
）

R
uthig/Storr,

Ö
ffentliches

W
irtschaftsrecht,

2008,
S.313ff.

（
１０
）

R
uthig/Storr,

Ö
ffentliches

W
irtschaftsrecht,

2008,
S.313ff.

（
１１
）
詳
細
は
、
拙
稿
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
法
的
枠
組
み
と
国
家
の
役
割
に
つ
い
て
の
予
備
的
考
察
」
平
成
法
政
研
究
第
二
一
巻
一
号
一
五
〇
頁
に
て
整

理
し
た
。

（
１２
）

K
om
ission,

G
ründbuch

zu
D
ienstleistungen

von
allgem

einem
Interesse,K

O
M
(2003);

Volker
Schneiderhan,D

aseinsvorsorge
und
V
ergaberecht,

B
erlin,

2011,
S.42.

（
１３
）

Voßkuhle,V
V
D
StR
L
62
(2003),

S.286ff.

（
１４
）

Volker
Schneiderhan,

D
aseinsvorsorge

und
V
ergaberecht,

B
erlin,

2011,
S.43.

（
１５
）
須
網
隆
夫
「
憲
法
と
市
場
経
済
秩
序
―
市
場
の
成
立
条
件
と
市
場
の
あ
り
方
の
選
択
―
」
季
刊
企
業
と
法
創
造
第
二
一
号
（
二
〇
一
〇
年
二
月
）

五
六
頁
。

（
１６
）
同
右
、
五
八
頁
。

（
１７
）

Volker
Schneiderhan,D

aseinsvorsorge
und
V
ergaberecht,

B
erlin,

2011,
S.170.

参
考
文
献
と
し
て
、
エ
ル
ン
ス
ト
│
ヨ
ア
ッ
ヒ
ャ
ム
メ
ス
ト
メ
ッ
カ
ー
・
早
川
勝（
訳
）「（
翻
訳
）Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
公
企
業
と
公
共
経
済
事
業（
生

活
配
慮
）」同
志
社
法
学
五
九
巻
六
号
五
六
七
頁
〜
五
八
一
頁
、
青
柳
由
香
『
Ｅ
Ｕ
競
争
法
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
適
用
と
そ
の
限
界
』（
日
本

評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）

（
１８
）

K
nem
eyer,

W
iV
erw
.1978,

S.65
(73);

E
hlers,

D
Ö
V
1986,

S.88;
R
onellentfisch,

D
Ö
V
1999.S.705ff.

さ
ら
に
同
じ
く
基
本
法
二
八
条
二
項

か
ら
、
自
治
体
が
公
企
業
を
通
じ
て
な
し
て
き
た
給
付
を
ど
の
よ
う
に
も
た
ら
す
か
に
つ
い
て
、
自
治
体
に
広
範
な
形
成
余
地
が
認
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
民
営
化
を
な
す
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
形
態
を
選
択
す
る
か
、
自
治
体
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
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（
１９
）

H
.D
.Jarass,

in:ders./B
.P
ieroth,

G
G
,V
orb.
vor
A
rt.
1
R
n.8.

（
２０
）

K
.H
esse,

in:E
.B
enda/W

.M
aihofer/H

.-J.
Vogel,

H
andbuch

des
V
erfassungsrechts,

S.139
R
n.25.

（
２１
）

L
.v.Stein,

H
andbuch

der
V
erw
altungslehre,

S.44.

（
２２
）

M
atthias

K
nauff,

D
er
G
ew
ährleistungsstaat:

R
eform

der
D
aseinsvorsorge,

2004,
S.187.

（
２３
）

B
V
erfG
E
22,
S.180

(204);
33,
S.303

(331);
69,
S.272

(314)

（
２４
）

K
onstantin

Tiem
an,
Privatisierung

Ö
ffentlicher

U
nternehm

en
in
D
eutschland

und
Frankreich,

2009,
S.152

（
２５
）

M
atthias

K
nauff,

D
er
G
ew
ährleistungsstaat:

R
eform

der
D
aseinsvorsorge,

2004,
S.303~.

（
２６
）

M
atthias

K
nauff,

D
er
G
ew
ährleistungsstaat:

R
eform

der
D
aseinsvorsorge,

2004,
S.305.

（
２７
）

M
atthias

K
nauff,

D
er
G
ew
ährleistungsstaat:

R
eform

der
D
aseinsvorsorge,

2004,
S.305.

（
２８
）

S.B
arth,N

ahverkehr
in
K
om
m
unaler

V
erantw

ortung,
S.75.

（
２９
）

S.B
arth/H

.B
aum
eister/D

.B
erschin/J.W

erner,
R
echt
des
offetlichen

Personennahverkehrs,A
3
R
n.50.

（
３０
）

M
atthias

K
nauff,

D
er
G
ew
ährleistungsstaat:

R
eform

der
D
aseinsvorsorge,

2004,
S.308.

（
３１
）

G
.G
irnau,

D
er
N
ahverkehr

4/1991,
10.

（
３２
）

Sibylle
B
arth/G

errit
L
andsberg,

D
er
neue

R
echtsrahm

en
für
den
B
usverkehr

（http://w
w
w
.ihk-arnsberg.de/upload/IH

K
_L
eitfaden_D

er_

neue_R
echtsrahm

en_fuer_den_B
usverkehr_13521.pdf).

（
３３
）

G
.F.Schuppert,

in:
D
.C
.
U
m
bath/T

h.C
lem
ens,
G
G
,
B
d.2,
art
106a

R
n.5.

（
３４
）

H
erm
es,
Staatliche

Infrastrukturverantw
ortung,

S.229.

（
３５
）

M
atthias

K
nauff,

D
er
G
ew
ährleistungsstaat:

R
eform

der
D
aseinsvorsorge,

2004,
S.316.

（
３６
）

T
h.M
uthesius,

in:
G
.P
uttner,

D
er
regionalisierte

N
ahverkehr,

S.71

（80

）

（
３７
）

M
atthias

K
nauff,

D
er
G
ew
ährleistungsstaat:

R
eform

der
D
aseinsvorsorge,

2004,
S.399.

一
九
九
六
年
の
法
改
正
は
鉄
道
の
地
域
化
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
「
地
域
化
」
と
は
す
な
わ
ち
、
一
般
鉄
道
法
（A

llgem
eines

E
isenbahngesetz

）

の
一
九
九
四
年
改
正
に
よ
っ
てSPN

V

に
関
す
る
許
認
可
等
の
権
限
が
連
邦
か
ら
州
に
移
譲
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
九
四
年
以
前SPN

V

は
連
邦
鉄
道

と
し
て
州
、
自
治
体
か
ら
の
要
請
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
運
営
責
任
と
赤
字
補
填
を
含
む
財
政
負
担
は
連
邦
に
課
さ
れ
て
い
た
。
鉄

道
以
外
のÖ

PN
V

は
州
の
管
轄
で
あ
る
の
に
対
し
、
鉄
道
の
場
合
に
は
そ
の
管
轄
主
体
が
連
邦
に
あ
る
。
こ
の
相
違
に
よ
り
、
効
率
的
な
地
方
交
通

体
系
の
実
現
は
望
め
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
でSPN

V

の
運
営
責
任
を
各
州
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
でSPN

V

を
含
むÖ

PN
V

の
一
元
的
な
運
営
を
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可
能
と
し
た
。
ま
た
財
政
責
任
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
各
州
に
帰
属
さ
せ
、
連
邦
地
域
化
法
で
こ
れ
に
伴
う
財
源
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

参
照
、
阪
井
清
志
「
ド
イ
ツ
の
都
市
内
公
共
交
通
の
制
度
的
枠
組
み
と
自
由
化
の
動
向
に
つ
い
て
」
新
都
市

三
〇
巻
二
号

二
〇
〇
六
年
二
月

一
〇
三
頁
、
カ
ト
リ
ン
・
ケ
ス
タ
、
青
木
真
実
『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
の
地
域
化
（
運
輸
と
経
済
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）』財
団
法
人
運
輸
調
査
局
、

二
〇
〇
〇
年
三
月
。

（
３８
）

U
.H
ösch,

G
ew
A
rch
2001,

223
(225).

（
３９
）

M
atthias

K
nauff,

D
er
G
ew
ährleistungsstaat:

R
eform

der
D
aseinsvorsorge,

2004,
S.399.

地
域
化
の
意
図
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
も
の
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
①
事
業
者
側
の
供
給
を
地
元
の
需
要
に
対
応
さ
せ
る
、
②
顧
客
と
触

れ
合
う
機
会
を
増
や
す
、
③
州
の
運
営
コ
ス
ト
に
対
し
て
の
意
識
を
強
め
、
そ
こ
か
ら
の
外
部
的
圧
力
に
よ
り
効
率
を
上
げ
る
、
な
ど
で
あ
る
。

参
照
、
カ
ト
リ
ン
・
ケ
ス
タ
、
青
木
真
実
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
の
地
域
化
―
近
距
離
旅
客
輸
送
の
運
営
（
第
三
回
）」運
輸
と
経
済
第
五
八
巻

第
一
二
号
六
六
頁
。

（
４０
）

M
atthias

K
nauff,

D
er
G
ew
ährleistungsstaat:

R
eform

der
D
aseinsvorsorge,

2004,
S.423.

（
４１
）

M
atthias

K
nauff,

D
er
G
ew
ährleistungsstaat:

R
eform

der
D
aseinsvorsorge,

2004,
S424.

（
４２
）

H
.Z
uck,
D
Ö
V
1994,

941

（944

）.

（
４３
）

I.Z
eiselm

air,
D
er
N
ahverkehr

11
/
1995,

8
（11

）.

（
４４
）

Sibylle
B
arth/G

eritt
L
andsberg,

D
er
neue

R
echtsrahm

en
für
den
B
usverkehr

（http://w
w
w
.ihk-arnsberg.de/upload/IH

K
_L
eitfaden_D

er_

neue_R
echtsrahm

en_fuer_den_B
usverkehr_13521.pdf).

（
４５
）
こ
の
指
令
は
、
公
共
の
利
益
の
た
め
に
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
企
業
が
共
同
経
済
的
諸
義
務
を
負
わ
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
輸

送
サ
ー
ビ
ス
の
み
に
適
用
さ
れ
、
市
場
に
根
付
き
提
供
さ
れ
て
き
た
企
業
的
交
通
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
企
業
的
交
通
に
よ
る
自
由
市
場
に
お
い
て

達
成
さ
れ
る
べ
き
解
決
策
の
優
位
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
。
当
該
指
令
は
企
業
的
と
い
う
意
味
で
の
固
有
経
済
性
（
独
立
採
算
制
）
を
持
つ
交
通
の

優
位
を
提
供
す
る
。
当
該
指
令
は
、
個
々
の
道
路
お
よ
び
軌
道
に
お
け
る
公
共
交
通
の
制
度
的
財
政
支
援
を
確
立
す
る
。
ま
た
、
共
同
経
済
的
諸
義

務
の
遂
行
に
対
す
る
補
償
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
４６
）
友
岡
史
仁
『
要
説
経
済
行
政
法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）
一
八
六
頁
〜
一
八
七
頁
で
は
、
競
争
を
促
進
す
る
た
め
に
市
場
支
配
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
保
有
す
る
事
業
者
に
対
し
て
、
第
三
者
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
さ
せ
る
た
め
の
規
正
、
す
な
わ
ち
「
非
対
称
規

正
」
を
「
競
争
促
進
的
業
務
規
正
」
と
位
置
づ
け
る
。
独
禁
法
と
重
複
す
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
を
第
一
義
的
な
比
重
に

置
く
規
制
と
は
、
区
別
し
た
公
的
規
制
と
位
置
づ
け
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
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（
４７
）
参
照
、
三
宅
雄
彦
「
保
障
国
家
と
公
法
理
論
―
ド
イ
ツ
規
制
緩
和
に
お
け
る
国
家
任
務
の
位
置
―
」
社
会
科
学
論
集
第
一
二
六
号
三
一
頁
以
下

（
二
〇
〇
九
）、
山
田
洋「「
保
証
国
家
」
と
は
何
か
」
岡
村
周
一
、
人
見
剛
編
『
世
界
の
公
私
協
働
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
四
一
頁
〜

一
五
一
頁
。


